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論文審査の結果の要旨 

気管支喘息の良好なコントロールを達成することは、将来の増悪や肺機能

低下のリスクを低下させることにつながり、本疾患の主要な管理目標となっ

ている。とくに小児においては、日本小児喘息ガイドライン（JPGL）が提唱

しているように、より高度なコントロールが推奨されている。申請者らは、

先行研究において喘息コントロールレベルを未就学児でも正確に評価できる

保護者記入式質問票を作成した。そこで今回、学童期および思春期を対象と

した喘息コントロールレベルを評価する質問票を開発することを目的として

本研究を行った。 

本研究は国立病院機構三重病院臨床研究中央倫理審査委員会から承認（承

認番号：25-59）を得て実施した。国内の 11 カ所の小児科クリニックまたは

病院において、6～15 歳の喘息患者 362 人（開発用コホート 243 人、検証用

コホート 119 人）とその保護者を対象に、患者用 14 項目、保護者用 34 項目

からなるモデル構築用の質問票を用いて調査を行い、同時に各患者の JPGL

に基づくコントロールレベルを判定するための質問票を担当医が記入した。

開発コホートを用いた検討では、受診時および過去 1 ヵ月間の担当医が評価

する喘息コントロールレベルと有意に関連する質問項目として、患者用質問

票では 3 項目、保護者用質問票では 4 項目を見出した。この 7 項目を用いて

喘息のコントロールレベルを評価する新たな質問票を作成し、Best Asthma 

Control Test for School Children and Adolescents（Best ACT-S）と命名した。こ

の Best ACT-S のスコアは、開発コホートのみならず検証コホートの両方にお

いて、喘息のコントロールレベルや、喘息治療の変更（ステップダウンやス

テップアップ）の有無、前年度の増悪の有無などそれぞれの異なる群間で有

意な差があった。これらの結果から、Best ACT-S は 6～15 歳の小児の喘息コ

ントロールレベルを評価できる有用な質問票であると結論付けた。 

以上より、本研究では、学童期・思春期の小児喘息におけるトータル・コ

ントロールを目指す上で、そのコントロールレベルを正確に評価できる有用

な新規質問票 Best ACT-S を開発した点を審査委員会では高く評価した。以上

により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致

で評価した。 
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